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札幌市におけるホームレス者の健康問題と生活習慣の実態

平成12年の健康相談会の実践から
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目的　札幌市におけるホームレス者の健康問題，生活習慣などの実態を明らかにするために，

「炊き出し」と「血圧測定と健康相談会」を行った。

方法　平成11年12月から1年間，1～2か月に1度，休日の午後に計7回，札幌市の主なホーム

レス集落の1つ，通称「テント村」近くの公園にテントを設営し，おにぎり，豚汁，缶詰，

入浴券，衣類などを提供，同時に希望者に対して既往・現病歴，自覚症状，生活習慣などの

問診，医師による健康相談，血圧測定，福祉関係者による面談を行った。

成績　7回の健康相談会の受診者数は60人（のべ61人：同一人物で2回問診を受けた者は1人と

して数えた）で，年齢は50歳以上が57％を占め，ホームレス歴は，6か月未満が30％であっ

た。自覚症状では，「歯が悪い」が40％，「肩こり・筋肉痛」が28％，「背中・腰の痛み」が

27％と多かった。検査結果では，高血圧が53％，尿糖＋以上が26％であった。1日の食事回

数は，2回が42％であったが，肉や魚，野菜の摂取頻度は，ともに一週間に1-2回が最も多

く，それぞれ37％，30％であった。1日の合計睡眠時間は，2時間以上5時間未満が42％，

日中の飲酒をよくする者は13％，喫煙者は83％であった。

結論　今回の結果から，今のところ札幌市のホームレス者においては，結核，赤痢などの感染症

よりも生活習慣病が重要な問題であることが示唆された。これには札幌の寒冷な気候条件と

同時にいまだ100～200人というホームレス者数が大きく関連している可能性がある。したが

って，今後はホームレス者の検診・健康相談体制の確立と同時に，ホームレス者人口を増や

さないための経済，雇用政策を，市民の受容度などに配慮して行うことが重要と考えられる。
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